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　本レポートに掲載されている項目は、以下のプロセスで確定しました。

編集委員が中心となって2021年度における当社のCSR活動の洗い
出しを行いました。

STEP1 活動の洗い出し

当社の外部および内部の状況や「国連グローバル・コンパクト（UNGC）」※1

の4分野10原則、GRI「サステナビリティ・レポーティング・スタンダー
ド」※2の開示項目、SDGｓ「Sustainable Development Goals（持続可能
な開発目標）」※3の目標を参考に活動実績のリストアップを行いました。

STEP2 活動実績のリストアップ

2021年度の活動実績および国連グローバル・コンパクトの原則、GRI
スタンダードの開示項目、SDGsの目標の中から、当社にとって重要と
思われる事項を選び出しました。

STEP3 掲載項目の選び出し

掲載情報がすべて確定した段階で、経営統括本部長、社長、会長の承
認を得て、レポートを発行しています。

STEP4 CSRレポートの発行

　本レポートは、竹田印刷における2021年度のCSRに関する

取り組みを、より多くのステークホルダーの皆様に分かりやす

くお伝えし、ご理解いただくために制作・発行いたしました。

当社の基幹事業である印刷事業は、デジタル化の進展やメ

ディアの多様化により取り巻く環境が大きく変化してきていま

す。こうした中、竹田印刷は2019年4月に国連が提唱する

「国連グローバル・コンパクト（UNGC）」の取り組みに賛同し

※1：国連グローバル・コンパクト（UNGC）
国連グローバル・コンパクト（UNGC）は、各企業・団体が責任ある創造的なリーダーシップを発揮することに
よって、社会の良き一員として行動し、持続可能な成長を実現するための世界的な枠組み作りに参加する
自発的な取り組み。

※2：GRI「サステナビリティ・レポーティング・スタンダード」
 GRI（Global Reporting Initiative）は、組織の非財務情報の報告に関する国際基準を策定するNGO。「GRI

スタンダード」は、経済、環境、社会に与えるインパクトなどの報告に利用する基準指標。

※3：SDGs「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」
ミレニアム開発目標（MDGs）の後継として、2015年に国連サミットで採択された「持続可能な開発のための
2030アジェンダ」に記載された持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のターゲットから構成さ
れた国際目標。

署名しました。企業の社会的責任を果たすと同時に、社会の

持続可能な発展に向けて、今まで以上に活動を推進してまい

ります。

　是非、ステークホルダーの皆様方にご一読いただきますと

ともに、忌憚のないご意見・ご感想をお寄せいただければ幸

いです。

■ 報告対象組織
竹田印刷株式会社

（一部、竹田印刷グループの情報も含んでいます。）

■ 報告対象期間
 2021年4月1日～ 2022年3月31日

（一部、期間外の情報も含んでいます。）

■ 参考にしたガイドライン
国連グローバル・コンパクト（UNGC）

 SDGs「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」
 GRI「サステナビリティ・レポーティング・スタンダード」
 ISO26000（社会的責任に関する手引）

■ 発行時期
 2022年7月（前回発行　2021年7月　毎年発行）

■ お問合せ先
竹田印刷株式会社
経営統括本部　総務部

 TEL：052-871-6351

■ 免責事項
　本レポートには、竹田印刷および竹田印刷グループの過去と
現在の事実だけでなく、公開日時点における計画や見通し、経
営方針・経営戦略に基づいた将来予測が含まれています。諸与
件の変化によって、将来の事業活動の結果や事象が予測とは異
なったものとなる可能性があることをあらかじめご承知おきく
ださい。

※本レポートは、「IRイベント」「会社説明会」などで配布するほか、当社ホーム
ページでも閲覧できます。

※本レポートで、当社活動の中で重要と思われる部分については、前年から
の修正再記述となっています。

※当社に関する情報は、本レポートのほか以下のWebサイトで閲覧できます。

▼ ホームページ
https://www.takeda-prn.co.jp/

▼ 決算短信
https://www.takeda-prn.co.jp/ir/library/

▼ 事業報告書
https://www.takeda-prn.co.jp/ir/library/businessreport.html

※4：ESG
 ESGとは、環境（Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Governance）の

頭文字を取ったもの。企業経営や成長において、各々の観点を持った上での
配慮が必要だという考え方。
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サプライヤーの皆様との関係

リスクマネジメントの強化

サプライヤー評価

　竹田印刷の事業活動および社会的責任の遂行には、お取
引いただいているサプライヤーの皆様のご協力が不可欠で
す。紙・インキ・フィルムなどの資材や印刷機器、印刷・製
本加工などを取り扱う様々なサプライヤーの皆様との間で、
当社は「CSR調達ガイドライン」を定めています。
　この調達ガイドラインには「コンプライアンスの順守」「基
本的人権の尊重」「環境保全」「安全衛生」「適切な情報管理」

「QCDと顧客満足の向上」「腐敗防止」の7つの項目を設定し
ており、サプライヤーの皆様に順守していただくようにお

　竹田印刷ではリスクマネジメントの強化として2020年に
基本取引契約書と機密保持契約書の見直しを行い、改めて
全協力会社と契約の締結を行いました。
　また、2021年4月には委託先登録の際に必要な書類や評
価ポイントなどを見直しました。

　当社への納入品の適正な品質を確保するため、サプライ
ヤーの皆様に対しては、対応、コスト、品質、情報セキュリ
ティ体制などに関して年1回チェックシートを使った評価を
実施して、当社の基準を満たしていることを確認していま
す。
　また、必要に応じ品質管理部門や発注部門がサプライ
ヤー様を訪問して現地での工程監査を行い、業務の見直し
や改善要望を提示。情報セキュリティ体制に関しては、当社
の確認内容を説明し、実施を依頼しました。
　また、未然に品質事故を発見し、不適合品の流出を防ぐ
など、品質維持に協力頂いたサプライヤー様に、感謝の意を
表し感謝状を送るなど、ビジネスパートナーとして品質改
善に取り組んでいます。

サプライヤーの皆様の品質管理は、当社の品質管理の一
部と考え、これからもサプライヤーの皆様とともに品質向
上に取り組んでいきます。

願いしています。また、調達ガイドラインに基づき、「購買
および外部提供者管理規定」を設け、公正に審査・選定・管
理をし、適正な購買・取引を行うよう努めています。
　また、第三者の知的財産の不正な入手・使用、権利の侵害
を行わないよう「素材ダウンロードサービス利用マニュア
ル」を作成し、事前にチェックする仕組みを構築しました。
外部デザイナーの皆様に対して、運用ルールを説明し、知的
財産権に対する注意喚起を行っています。

CSR 調達ガイドライン

竹田印刷グループとそのサプライヤー・パートナーは、以下の
事項を順守し、企業の社会的責任（CSR）を果たしていきます。

１．コンプライアンスの順守 ････････････････････････････････････････････････････････････

・   会社法や、下請法、環境関連法規など、事業活動に適用される法令や社会
規範を順守する。

・ 特許権・著作権・商標権など第三者の知的財産権を侵害しない。
・  反社会的な組織とは取引を行わない。
・  自由な競争を阻害する行為や不正な競争行為などを行わず、公正な事業活

動を推進する。

２．基本的人権の尊重 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  従業員に対する機会均等、差別の撤廃、ハラスメント行為の禁止、及び人
権への配慮を行う。

・ 児童労働・強制労働などの非人道的な労働行為を防止し、決して行わな
い。

・  従業員に対し適切な賃金の支払いや労働時間管理を行い、雇用の安定をはか
り雇用主の義務を果たす。

・  従業員が保有する権利を認識し尊重する。また、労使間のコミュニケーショ
ンを図る機会を設ける。

・ 公益通報者保護法を順守し、内部通報者の権利を保護する。

３．環境保全 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  すべての製品と製造工程で、法令等で指定された化学物質を管理（使用制
限や表示など）する。

・ 廃棄物の処理を、最終処分まで環境関連法規等の法令・条例などを順守し
適切に管理する。

・ 環境負荷の少ない原材料、資材、事務用品などを優先的に購入する。

４．安全衛生 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  誰もが安心して働ける安全・健康な職務づくりを進め、人体へ有害なもの
には適切な対策を講じる。

・ 事故、災害の未然防止に努め、機械などへは十分な安全対策を講じる。

５．適切な情報管理 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  取引を通じて得た個人情報や機密情報は、従業員教育を含めて情報流出の
防止を徹底する。

・ 事業活動内容、品質及び製品の安全性などに関わる情報の適時・適切な開示
に努める。

６．QCD と顧客満足の向上 ･･････････････････････････････････････････････････････････････

・  常に要求水準を満たし、品質の向上に努めるとともに、ミスやクレームを
防止する。

・ 市場競争力のある価格で製品・サービスを提供する。
・  製品・サービスを定められた納期に、安全・確実に供給する。また、不測の

事態においてもそれらを供給できる対策を講じる。

７．腐敗防止 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  贈収賄、汚職、不適切な利益の供与・受領、強要、横領などを禁止し、こ
れらの行為を防止する。

［ ISO26000 / 6.6公正な事業慣行 ］

高品質な製品を提供するためにはサプライヤーの皆様の協力が不可欠です。サプライヤーの皆様とは対等で公正な取引のもと、技
術・情報の相互交流などによる信頼関係を基本として良好なパートナーシップを構築し、品質向上・環境対策・コスト削減といっ
た共通の目的・目標に対して改善策を推進して共存共栄を目指しています。

サプライヤーの皆様とともに
公正な
事業慣行

17.17

17.17

17.1616.58.54.4

SDGsの目標

ESGの
観点

SDGs の
ターゲット

◦各項目のトビラにあるアイコンは、それぞれの項目に関連
　したSDGsの目標を示しています。

◦見出しにある番号は、その本文に関連したSDGsのター
　ゲットを示しています。

◦ESG※4への取り組みはページ上部の色帯で示しています。
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サプライヤー評価

　竹田印刷の事業活動および社会的責任の遂行には、お取
引いただいているサプライヤーの皆様のご協力が不可欠で
す。紙・インキ・フィルムなどの資材や印刷機器、印刷・製
本加工などを取り扱う様々なサプライヤーの皆様との間で、
当社は「CSR調達ガイドライン」を定めています。
　この調達ガイドラインには「コンプライアンスの順守」「基
本的人権の尊重」「環境保全」「安全衛生」「適切な情報管理」

「QCDと顧客満足の向上」「腐敗防止」の7つの項目を設定し
ており、サプライヤーの皆様に順守していただくようにお

　竹田印刷ではリスクマネジメントの強化として2020年に
基本取引契約書と機密保持契約書の見直しを行い、改めて
全協力会社と契約の締結を行いました。
　また、2021年4月には委託先登録の際に必要な書類や評
価ポイントなどを見直しました。

　当社への納入品の適正な品質を確保するため、サプライ
ヤーの皆様に対しては、対応、コスト、品質、情報セキュリ
ティ体制などに関して年1回チェックシートを使った評価を
実施して、当社の基準を満たしていることを確認していま
す。
　また、必要に応じ品質管理部門や発注部門がサプライ
ヤー様を訪問して現地での工程監査を行い、業務の見直し
や改善要望を提示。情報セキュリティ体制に関しては、当社
の確認内容を説明し、実施を依頼しました。
　また、未然に品質事故を発見し、不適合品の流出を防ぐ
など、品質維持に協力頂いたサプライヤー様に、感謝の意を
表し感謝状を送るなど、ビジネスパートナーとして品質改
善に取り組んでいます。

サプライヤーの皆様の品質管理は、当社の品質管理の一
部と考え、これからもサプライヤーの皆様とともに品質向
上に取り組んでいきます。

願いしています。また、調達ガイドラインに基づき、「購買
および外部提供者管理規定」を設け、公正に審査・選定・管
理をし、適正な購買・取引を行うよう努めています。
　また、第三者の知的財産の不正な入手・使用、権利の侵害
を行わないよう「素材ダウンロードサービス利用マニュア
ル」を作成し、事前にチェックする仕組みを構築しました。
外部デザイナーの皆様に対して、運用ルールを説明し、知的
財産権に対する注意喚起を行っています。

CSR 調達ガイドライン

竹田印刷グループとそのサプライヤー・パートナーは、以下の
事項を順守し、企業の社会的責任（CSR）を果たしていきます。

１．コンプライアンスの順守 ････････････････････････････････････････････････････････････

・   会社法や、下請法、環境関連法規など、事業活動に適用される法令や社会
規範を順守する。

・ 特許権・著作権・商標権など第三者の知的財産権を侵害しない。
・  反社会的な組織とは取引を行わない。
・  自由な競争を阻害する行為や不正な競争行為などを行わず、公正な事業活

動を推進する。

２．基本的人権の尊重 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  従業員に対する機会均等、差別の撤廃、ハラスメント行為の禁止、及び人
権への配慮を行う。

・ 児童労働・強制労働などの非人道的な労働行為を防止し、決して行わな
い。

・  従業員に対し適切な賃金の支払いや労働時間管理を行い、雇用の安定をはか
り雇用主の義務を果たす。

・  従業員が保有する権利を認識し尊重する。また、労使間のコミュニケーショ
ンを図る機会を設ける。

・ 公益通報者保護法を順守し、内部通報者の権利を保護する。

３．環境保全 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  すべての製品と製造工程で、法令等で指定された化学物質を管理（使用制
限や表示など）する。

・ 廃棄物の処理を、最終処分まで環境関連法規等の法令・条例などを順守し
適切に管理する。

・ 環境負荷の少ない原材料、資材、事務用品などを優先的に購入する。

４．安全衛生 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  誰もが安心して働ける安全・健康な職務づくりを進め、人体へ有害なもの
には適切な対策を講じる。

・ 事故、災害の未然防止に努め、機械などへは十分な安全対策を講じる。

５．適切な情報管理 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  取引を通じて得た個人情報や機密情報は、従業員教育を含めて情報流出の
防止を徹底する。

・ 事業活動内容、品質及び製品の安全性などに関わる情報の適時・適切な開示
に努める。

６．QCD と顧客満足の向上 ･･････････････････････････････････････････････････････････････

・  常に要求水準を満たし、品質の向上に努めるとともに、ミスやクレームを
防止する。

・ 市場競争力のある価格で製品・サービスを提供する。
・  製品・サービスを定められた納期に、安全・確実に供給する。また、不測の

事態においてもそれらを供給できる対策を講じる。

７．腐敗防止 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  贈収賄、汚職、不適切な利益の供与・受領、強要、横領などを禁止し、こ
れらの行為を防止する。

［ ISO26000 / 6.6公正な事業慣行 ］

高品質な製品を提供するためにはサプライヤーの皆様の協力が不可欠です。サプライヤーの皆様とは対等で公正な取引のもと、技
術・情報の相互交流などによる信頼関係を基本として良好なパートナーシップを構築し、品質向上・環境対策・コスト削減といっ
た共通の目的・目標に対して改善策を推進して共存共栄を目指しています。

サプライヤーの皆様とともに
公正な
事業慣行
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サプライヤーの皆様との関係

リスクマネジメントの強化

サプライヤー評価

　竹田印刷の事業活動および社会的責任の遂行には、お取
引いただいているサプライヤーの皆様のご協力が不可欠で
す。紙・インキ・フィルムなどの資材や印刷機器、印刷・製
本加工などを取り扱う様々なサプライヤーの皆様との間で、
当社は「CSR調達ガイドライン」を定めています。
　この調達ガイドラインには「コンプライアンスの順守」「基
本的人権の尊重」「環境保全」「安全衛生」「適切な情報管理」

「QCDと顧客満足の向上」「腐敗防止」の7つの項目を設定し
ており、サプライヤーの皆様に順守していただくようにお

　竹田印刷ではリスクマネジメントの強化として2020年に
基本取引契約書と機密保持契約書の見直しを行い、改めて
全協力会社と契約の締結を行いました。
　また、2021年4月には委託先登録の際に必要な書類や評
価ポイントなどを見直しました。

　当社への納入品の適正な品質を確保するため、サプライ
ヤーの皆様に対しては、対応、コスト、品質、情報セキュリ
ティ体制などに関して年1回チェックシートを使った評価を
実施して、当社の基準を満たしていることを確認していま
す。
　また、必要に応じ品質管理部門や発注部門がサプライ
ヤー様を訪問して現地での工程監査を行い、業務の見直し
や改善要望を提示。情報セキュリティ体制に関しては、当社
の確認内容を説明し、実施を依頼しました。
　また、未然に品質事故を発見し、不適合品の流出を防ぐ
など、品質維持に協力頂いたサプライヤー様に、感謝の意を
表し感謝状を送るなど、ビジネスパートナーとして品質改
善に取り組んでいます。

サプライヤーの皆様の品質管理は、当社の品質管理の一
部と考え、これからもサプライヤーの皆様とともに品質向
上に取り組んでいきます。

願いしています。また、調達ガイドラインに基づき、「購買
および外部提供者管理規定」を設け、公正に審査・選定・管
理をし、適正な購買・取引を行うよう努めています。
　また、第三者の知的財産の不正な入手・使用、権利の侵害
を行わないよう「素材ダウンロードサービス利用マニュア
ル」を作成し、事前にチェックする仕組みを構築しました。
外部デザイナーの皆様に対して、運用ルールを説明し、知的
財産権に対する注意喚起を行っています。

CSR 調達ガイドライン

竹田印刷グループとそのサプライヤー・パートナーは、以下の
事項を順守し、企業の社会的責任（CSR）を果たしていきます。

１．コンプライアンスの順守 ････････････････････････････････････････････････････････････

・   会社法や、下請法、環境関連法規など、事業活動に適用される法令や社会
規範を順守する。

・ 特許権・著作権・商標権など第三者の知的財産権を侵害しない。
・  反社会的な組織とは取引を行わない。
・  自由な競争を阻害する行為や不正な競争行為などを行わず、公正な事業活

動を推進する。

２．基本的人権の尊重 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  従業員に対する機会均等、差別の撤廃、ハラスメント行為の禁止、及び人
権への配慮を行う。

・ 児童労働・強制労働などの非人道的な労働行為を防止し、決して行わな
い。

・  従業員に対し適切な賃金の支払いや労働時間管理を行い、雇用の安定をはか
り雇用主の義務を果たす。

・  従業員が保有する権利を認識し尊重する。また、労使間のコミュニケーショ
ンを図る機会を設ける。

・ 公益通報者保護法を順守し、内部通報者の権利を保護する。

３．環境保全 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  すべての製品と製造工程で、法令等で指定された化学物質を管理（使用制
限や表示など）する。

・ 廃棄物の処理を、最終処分まで環境関連法規等の法令・条例などを順守し
適切に管理する。

・ 環境負荷の少ない原材料、資材、事務用品などを優先的に購入する。

４．安全衛生 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  誰もが安心して働ける安全・健康な職務づくりを進め、人体へ有害なもの
には適切な対策を講じる。

・ 事故、災害の未然防止に努め、機械などへは十分な安全対策を講じる。

５．適切な情報管理 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  取引を通じて得た個人情報や機密情報は、従業員教育を含めて情報流出の
防止を徹底する。

・ 事業活動内容、品質及び製品の安全性などに関わる情報の適時・適切な開示
に努める。

６．QCD と顧客満足の向上 ･･････････････････････････････････････････････････････････････

・  常に要求水準を満たし、品質の向上に努めるとともに、ミスやクレームを
防止する。

・ 市場競争力のある価格で製品・サービスを提供する。
・  製品・サービスを定められた納期に、安全・確実に供給する。また、不測の

事態においてもそれらを供給できる対策を講じる。

７．腐敗防止 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  贈収賄、汚職、不適切な利益の供与・受領、強要、横領などを禁止し、こ
れらの行為を防止する。

［ ISO26000 / 6.6公正な事業慣行 ］

高品質な製品を提供するためにはサプライヤーの皆様の協力が不可欠です。サプライヤーの皆様とは対等で公正な取引のもと、技
術・情報の相互交流などによる信頼関係を基本として良好なパートナーシップを構築し、品質向上・環境対策・コスト削減といっ
た共通の目的・目標に対して改善策を推進して共存共栄を目指しています。

サプライヤーの皆様とともに
公正な
事業慣行
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サプライヤーの皆様との関係

リスクマネジメントの強化

サプライヤー評価

　竹田印刷の事業活動および社会的責任の遂行には、お取
引いただいているサプライヤーの皆様のご協力が不可欠で
す。紙・インキ・フィルムなどの資材や印刷機器、印刷・製
本加工などを取り扱う様々なサプライヤーの皆様との間で、
当社は「CSR調達ガイドライン」を定めています。
　この調達ガイドラインには「コンプライアンスの順守」「基
本的人権の尊重」「環境保全」「安全衛生」「適切な情報管理」

「QCDと顧客満足の向上」「腐敗防止」の7つの項目を設定し
ており、サプライヤーの皆様に順守していただくようにお

　竹田印刷ではリスクマネジメントの強化として2020年に
基本取引契約書と機密保持契約書の見直しを行い、改めて
全協力会社と契約の締結を行いました。
　また、2021年4月には委託先登録の際に必要な書類や評
価ポイントなどを見直しました。

　当社への納入品の適正な品質を確保するため、サプライ
ヤーの皆様に対しては、対応、コスト、品質、情報セキュリ
ティ体制などに関して年1回チェックシートを使った評価を
実施して、当社の基準を満たしていることを確認していま
す。
　また、必要に応じ品質管理部門や発注部門がサプライ
ヤー様を訪問して現地での工程監査を行い、業務の見直し
や改善要望を提示。情報セキュリティ体制に関しては、当社
の確認内容を説明し、実施を依頼しました。
　また、未然に品質事故を発見し、不適合品の流出を防ぐ
など、品質維持に協力頂いたサプライヤー様に、感謝の意を
表し感謝状を送るなど、ビジネスパートナーとして品質改
善に取り組んでいます。

サプライヤーの皆様の品質管理は、当社の品質管理の一
部と考え、これからもサプライヤーの皆様とともに品質向
上に取り組んでいきます。

願いしています。また、調達ガイドラインに基づき、「購買
および外部提供者管理規定」を設け、公正に審査・選定・管
理をし、適正な購買・取引を行うよう努めています。
　また、第三者の知的財産の不正な入手・使用、権利の侵害
を行わないよう「素材ダウンロードサービス利用マニュア
ル」を作成し、事前にチェックする仕組みを構築しました。
外部デザイナーの皆様に対して、運用ルールを説明し、知的
財産権に対する注意喚起を行っています。

CSR 調達ガイドライン

竹田印刷グループとそのサプライヤー・パートナーは、以下の
事項を順守し、企業の社会的責任（CSR）を果たしていきます。

１．コンプライアンスの順守 ････････････････････････････････････････････････････････････

・   会社法や、下請法、環境関連法規など、事業活動に適用される法令や社会
規範を順守する。

・ 特許権・著作権・商標権など第三者の知的財産権を侵害しない。
・  反社会的な組織とは取引を行わない。
・  自由な競争を阻害する行為や不正な競争行為などを行わず、公正な事業活

動を推進する。

２．基本的人権の尊重 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  従業員に対する機会均等、差別の撤廃、ハラスメント行為の禁止、及び人
権への配慮を行う。

・ 児童労働・強制労働などの非人道的な労働行為を防止し、決して行わな
い。

・  従業員に対し適切な賃金の支払いや労働時間管理を行い、雇用の安定をはか
り雇用主の義務を果たす。

・  従業員が保有する権利を認識し尊重する。また、労使間のコミュニケーショ
ンを図る機会を設ける。

・ 公益通報者保護法を順守し、内部通報者の権利を保護する。

３．環境保全 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  すべての製品と製造工程で、法令等で指定された化学物質を管理（使用制
限や表示など）する。

・ 廃棄物の処理を、最終処分まで環境関連法規等の法令・条例などを順守し
適切に管理する。

・ 環境負荷の少ない原材料、資材、事務用品などを優先的に購入する。

４．安全衛生 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  誰もが安心して働ける安全・健康な職務づくりを進め、人体へ有害なもの
には適切な対策を講じる。

・ 事故、災害の未然防止に努め、機械などへは十分な安全対策を講じる。

５．適切な情報管理 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  取引を通じて得た個人情報や機密情報は、従業員教育を含めて情報流出の
防止を徹底する。

・ 事業活動内容、品質及び製品の安全性などに関わる情報の適時・適切な開示
に努める。

６．QCD と顧客満足の向上 ･･････････････････････････････････････････････････････････････

・  常に要求水準を満たし、品質の向上に努めるとともに、ミスやクレームを
防止する。

・ 市場競争力のある価格で製品・サービスを提供する。
・  製品・サービスを定められた納期に、安全・確実に供給する。また、不測の

事態においてもそれらを供給できる対策を講じる。

７．腐敗防止 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  贈収賄、汚職、不適切な利益の供与・受領、強要、横領などを禁止し、こ
れらの行為を防止する。

［ ISO26000 / 6.6公正な事業慣行 ］

高品質な製品を提供するためにはサプライヤーの皆様の協力が不可欠です。サプライヤーの皆様とは対等で公正な取引のもと、技
術・情報の相互交流などによる信頼関係を基本として良好なパートナーシップを構築し、品質向上・環境対策・コスト削減といっ
た共通の目的・目標に対して改善策を推進して共存共栄を目指しています。

サプライヤーの皆様とともに
公正な
事業慣行
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　本レポートに掲載されている項目は、以下のプロセスで確定しました。

編集委員が中心となって2021年度における当社のCSR活動の洗い
出しを行いました。

STEP1 活動の洗い出し

当社の外部および内部の状況や「国連グローバル・コンパクト（UNGC）」※1

の4分野10原則、GRI「サステナビリティ・レポーティング・スタンダー
ド」※2の開示項目、SDGｓ「Sustainable Development Goals（持続可能
な開発目標）」※3の目標を参考に活動実績のリストアップを行いました。

STEP2 活動実績のリストアップ

2021年度の活動実績および国連グローバル・コンパクトの原則、GRI
スタンダードの開示項目、SDGsの目標の中から、当社にとって重要と
思われる事項を選び出しました。

STEP3 掲載項目の選び出し

掲載情報がすべて確定した段階で、経営統括本部長、社長、会長の承
認を得て、レポートを発行しています。

STEP4 CSRレポートの発行

　本レポートは、竹田印刷における2021年度のCSRに関する

取り組みを、より多くのステークホルダーの皆様に分かりやす

くお伝えし、ご理解いただくために制作・発行いたしました。

当社の基幹事業である印刷事業は、デジタル化の進展やメ

ディアの多様化により取り巻く環境が大きく変化してきていま

す。こうした中、竹田印刷は2019年4月に国連が提唱する

「国連グローバル・コンパクト（UNGC）」の取り組みに賛同し

※1：国連グローバル・コンパクト（UNGC）
国連グローバル・コンパクト（UNGC）は、各企業・団体が責任ある創造的なリーダーシップを発揮することに
よって、社会の良き一員として行動し、持続可能な成長を実現するための世界的な枠組み作りに参加する
自発的な取り組み。

※2：GRI「サステナビリティ・レポーティング・スタンダード」
 GRI（Global Reporting Initiative）は、組織の非財務情報の報告に関する国際基準を策定するNGO。「GRI

スタンダード」は、経済、環境、社会に与えるインパクトなどの報告に利用する基準指標。

※3：SDGs「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」
ミレニアム開発目標（MDGs）の後継として、2015年に国連サミットで採択された「持続可能な開発のための
2030アジェンダ」に記載された持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のターゲットから構成さ
れた国際目標。

署名しました。企業の社会的責任を果たすと同時に、社会の

持続可能な発展に向けて、今まで以上に活動を推進してまい

ります。

　是非、ステークホルダーの皆様方にご一読いただきますと

ともに、忌憚のないご意見・ご感想をお寄せいただければ幸

いです。

■ 報告対象組織
竹田印刷株式会社

（一部、竹田印刷グループの情報も含んでいます。）

■ 報告対象期間
 2021年4月1日～ 2022年3月31日

（一部、期間外の情報も含んでいます。）

■ 参考にしたガイドライン
国連グローバル・コンパクト（UNGC）

 SDGs「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」
 GRI「サステナビリティ・レポーティング・スタンダード」
 ISO26000（社会的責任に関する手引）

■ 発行時期
 2022年7月（前回発行　2021年7月　毎年発行）

■ お問合せ先
竹田印刷株式会社
経営統括本部　総務部

 TEL：052-871-6351

■ 免責事項
　本レポートには、竹田印刷および竹田印刷グループの過去と
現在の事実だけでなく、公開日時点における計画や見通し、経
営方針・経営戦略に基づいた将来予測が含まれています。諸与
件の変化によって、将来の事業活動の結果や事象が予測とは異
なったものとなる可能性があることをあらかじめご承知おきく
ださい。

※本レポートは、「IRイベント」「会社説明会」などで配布するほか、当社ホーム
ページでも閲覧できます。

※本レポートで、当社活動の中で重要と思われる部分については、前年から
の修正再記述となっています。

※当社に関する情報は、本レポートのほか以下のWebサイトで閲覧できます。

▼ ホームページ
https://www.takeda-prn.co.jp/

▼ 決算短信
https://www.takeda-prn.co.jp/ir/library/

▼ 事業報告書
https://www.takeda-prn.co.jp/ir/library/businessreport.html

※4：ESG
 ESGとは、環境（Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Governance）の

頭文字を取ったもの。企業経営や成長において、各々の観点を持った上での
配慮が必要だという考え方。
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サプライヤーの皆様との関係

リスクマネジメントの強化

サプライヤー評価

　竹田印刷の事業活動および社会的責任の遂行には、お取
引いただいているサプライヤーの皆様のご協力が不可欠で
す。紙・インキ・フィルムなどの資材や印刷機器、印刷・製
本加工などを取り扱う様々なサプライヤーの皆様との間で、
当社は「CSR調達ガイドライン」を定めています。
　この調達ガイドラインには「コンプライアンスの順守」「基
本的人権の尊重」「環境保全」「安全衛生」「適切な情報管理」

「QCDと顧客満足の向上」「腐敗防止」の7つの項目を設定し
ており、サプライヤーの皆様に順守していただくようにお

　竹田印刷ではリスクマネジメントの強化として2020年に
基本取引契約書と機密保持契約書の見直しを行い、改めて
全協力会社と契約の締結を行いました。
　また、2021年4月には委託先登録の際に必要な書類や評
価ポイントなどを見直しました。

　当社への納入品の適正な品質を確保するため、サプライ
ヤーの皆様に対しては、対応、コスト、品質、情報セキュリ
ティ体制などに関して年1回チェックシートを使った評価を
実施して、当社の基準を満たしていることを確認していま
す。
　また、必要に応じ品質管理部門や発注部門がサプライ
ヤー様を訪問して現地での工程監査を行い、業務の見直し
や改善要望を提示。情報セキュリティ体制に関しては、当社
の確認内容を説明し、実施を依頼しました。
　また、未然に品質事故を発見し、不適合品の流出を防ぐ
など、品質維持に協力頂いたサプライヤー様に、感謝の意を
表し感謝状を送るなど、ビジネスパートナーとして品質改
善に取り組んでいます。

サプライヤーの皆様の品質管理は、当社の品質管理の一
部と考え、これからもサプライヤーの皆様とともに品質向
上に取り組んでいきます。

願いしています。また、調達ガイドラインに基づき、「購買
および外部提供者管理規定」を設け、公正に審査・選定・管
理をし、適正な購買・取引を行うよう努めています。
　また、第三者の知的財産の不正な入手・使用、権利の侵害
を行わないよう「素材ダウンロードサービス利用マニュア
ル」を作成し、事前にチェックする仕組みを構築しました。
外部デザイナーの皆様に対して、運用ルールを説明し、知的
財産権に対する注意喚起を行っています。

CSR 調達ガイドライン

竹田印刷グループとそのサプライヤー・パートナーは、以下の
事項を順守し、企業の社会的責任（CSR）を果たしていきます。

１．コンプライアンスの順守 ････････････････････････････････････････････････････････････

・   会社法や、下請法、環境関連法規など、事業活動に適用される法令や社会
規範を順守する。

・ 特許権・著作権・商標権など第三者の知的財産権を侵害しない。
・  反社会的な組織とは取引を行わない。
・  自由な競争を阻害する行為や不正な競争行為などを行わず、公正な事業活

動を推進する。

２．基本的人権の尊重 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  従業員に対する機会均等、差別の撤廃、ハラスメント行為の禁止、及び人
権への配慮を行う。

・ 児童労働・強制労働などの非人道的な労働行為を防止し、決して行わな
い。

・  従業員に対し適切な賃金の支払いや労働時間管理を行い、雇用の安定をはか
り雇用主の義務を果たす。

・  従業員が保有する権利を認識し尊重する。また、労使間のコミュニケーショ
ンを図る機会を設ける。

・ 公益通報者保護法を順守し、内部通報者の権利を保護する。

３．環境保全 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  すべての製品と製造工程で、法令等で指定された化学物質を管理（使用制
限や表示など）する。

・ 廃棄物の処理を、最終処分まで環境関連法規等の法令・条例などを順守し
適切に管理する。

・ 環境負荷の少ない原材料、資材、事務用品などを優先的に購入する。

４．安全衛生 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  誰もが安心して働ける安全・健康な職務づくりを進め、人体へ有害なもの
には適切な対策を講じる。

・ 事故、災害の未然防止に努め、機械などへは十分な安全対策を講じる。

５．適切な情報管理 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  取引を通じて得た個人情報や機密情報は、従業員教育を含めて情報流出の
防止を徹底する。

・ 事業活動内容、品質及び製品の安全性などに関わる情報の適時・適切な開示
に努める。

６．QCD と顧客満足の向上 ･･････････････････････････････････････････････････････････････

・  常に要求水準を満たし、品質の向上に努めるとともに、ミスやクレームを
防止する。

・ 市場競争力のある価格で製品・サービスを提供する。
・  製品・サービスを定められた納期に、安全・確実に供給する。また、不測の

事態においてもそれらを供給できる対策を講じる。

７．腐敗防止 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  贈収賄、汚職、不適切な利益の供与・受領、強要、横領などを禁止し、こ
れらの行為を防止する。

［ ISO26000 / 6.6公正な事業慣行 ］

高品質な製品を提供するためにはサプライヤーの皆様の協力が不可欠です。サプライヤーの皆様とは対等で公正な取引のもと、技
術・情報の相互交流などによる信頼関係を基本として良好なパートナーシップを構築し、品質向上・環境対策・コスト削減といっ
た共通の目的・目標に対して改善策を推進して共存共栄を目指しています。

サプライヤーの皆様とともに
公正な
事業慣行
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17.1616.58.54.4

SDGsの目標

ESGの
観点

SDGs の
ターゲット

◦各項目のトビラにあるアイコンは、それぞれの項目に関連
　したSDGsの目標を示しています。

◦見出しにある番号は、その本文に関連したSDGsのター
　ゲットを示しています。

◦ESG※4への取り組みはページ上部の色帯で示しています。
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サプライヤーの皆様との関係

リスクマネジメントの強化

サプライヤー評価

　竹田印刷の事業活動および社会的責任の遂行には、お取
引いただいているサプライヤーの皆様のご協力が不可欠で
す。紙・インキ・フィルムなどの資材や印刷機器、印刷・製
本加工などを取り扱う様々なサプライヤーの皆様との間で、
当社は「CSR調達ガイドライン」を定めています。
　この調達ガイドラインには「コンプライアンスの順守」「基
本的人権の尊重」「環境保全」「安全衛生」「適切な情報管理」

「QCDと顧客満足の向上」「腐敗防止」の7つの項目を設定し
ており、サプライヤーの皆様に順守していただくようにお

　竹田印刷ではリスクマネジメントの強化として2020年に
基本取引契約書と機密保持契約書の見直しを行い、改めて
全協力会社と契約の締結を行いました。
　また、2021年4月には委託先登録の際に必要な書類や評
価ポイントなどを見直しました。

　当社への納入品の適正な品質を確保するため、サプライ
ヤーの皆様に対しては、対応、コスト、品質、情報セキュリ
ティ体制などに関して年1回チェックシートを使った評価を
実施して、当社の基準を満たしていることを確認していま
す。
　また、必要に応じ品質管理部門や発注部門がサプライ
ヤー様を訪問して現地での工程監査を行い、業務の見直し
や改善要望を提示。情報セキュリティ体制に関しては、当社
の確認内容を説明し、実施を依頼しました。
　また、未然に品質事故を発見し、不適合品の流出を防ぐ
など、品質維持に協力頂いたサプライヤー様に、感謝の意を
表し感謝状を送るなど、ビジネスパートナーとして品質改
善に取り組んでいます。

サプライヤーの皆様の品質管理は、当社の品質管理の一
部と考え、これからもサプライヤーの皆様とともに品質向
上に取り組んでいきます。

願いしています。また、調達ガイドラインに基づき、「購買
および外部提供者管理規定」を設け、公正に審査・選定・管
理をし、適正な購買・取引を行うよう努めています。
　また、第三者の知的財産の不正な入手・使用、権利の侵害
を行わないよう「素材ダウンロードサービス利用マニュア
ル」を作成し、事前にチェックする仕組みを構築しました。
外部デザイナーの皆様に対して、運用ルールを説明し、知的
財産権に対する注意喚起を行っています。

CSR 調達ガイドライン

竹田印刷グループとそのサプライヤー・パートナーは、以下の
事項を順守し、企業の社会的責任（CSR）を果たしていきます。

１．コンプライアンスの順守 ････････････････････････････････････････････････････････････

・   会社法や、下請法、環境関連法規など、事業活動に適用される法令や社会
規範を順守する。

・ 特許権・著作権・商標権など第三者の知的財産権を侵害しない。
・  反社会的な組織とは取引を行わない。
・  自由な競争を阻害する行為や不正な競争行為などを行わず、公正な事業活

動を推進する。

２．基本的人権の尊重 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  従業員に対する機会均等、差別の撤廃、ハラスメント行為の禁止、及び人
権への配慮を行う。

・ 児童労働・強制労働などの非人道的な労働行為を防止し、決して行わな
い。

・  従業員に対し適切な賃金の支払いや労働時間管理を行い、雇用の安定をはか
り雇用主の義務を果たす。

・  従業員が保有する権利を認識し尊重する。また、労使間のコミュニケーショ
ンを図る機会を設ける。

・ 公益通報者保護法を順守し、内部通報者の権利を保護する。

３．環境保全 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  すべての製品と製造工程で、法令等で指定された化学物質を管理（使用制
限や表示など）する。

・ 廃棄物の処理を、最終処分まで環境関連法規等の法令・条例などを順守し
適切に管理する。

・ 環境負荷の少ない原材料、資材、事務用品などを優先的に購入する。

４．安全衛生 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  誰もが安心して働ける安全・健康な職務づくりを進め、人体へ有害なもの
には適切な対策を講じる。

・ 事故、災害の未然防止に努め、機械などへは十分な安全対策を講じる。

５．適切な情報管理 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  取引を通じて得た個人情報や機密情報は、従業員教育を含めて情報流出の
防止を徹底する。

・ 事業活動内容、品質及び製品の安全性などに関わる情報の適時・適切な開示
に努める。

６．QCD と顧客満足の向上 ･･････････････････････････････････････････････････････････････

・  常に要求水準を満たし、品質の向上に努めるとともに、ミスやクレームを
防止する。

・ 市場競争力のある価格で製品・サービスを提供する。
・  製品・サービスを定められた納期に、安全・確実に供給する。また、不測の

事態においてもそれらを供給できる対策を講じる。

７．腐敗防止 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  贈収賄、汚職、不適切な利益の供与・受領、強要、横領などを禁止し、こ
れらの行為を防止する。

［ ISO26000 / 6.6公正な事業慣行 ］

高品質な製品を提供するためにはサプライヤーの皆様の協力が不可欠です。サプライヤーの皆様とは対等で公正な取引のもと、技
術・情報の相互交流などによる信頼関係を基本として良好なパートナーシップを構築し、品質向上・環境対策・コスト削減といっ
た共通の目的・目標に対して改善策を推進して共存共栄を目指しています。

サプライヤーの皆様とともに
公正な
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サプライヤーの皆様との関係

リスクマネジメントの強化

サプライヤー評価

　竹田印刷の事業活動および社会的責任の遂行には、お取
引いただいているサプライヤーの皆様のご協力が不可欠で
す。紙・インキ・フィルムなどの資材や印刷機器、印刷・製
本加工などを取り扱う様々なサプライヤーの皆様との間で、
当社は「CSR調達ガイドライン」を定めています。
　この調達ガイドラインには「コンプライアンスの順守」「基
本的人権の尊重」「環境保全」「安全衛生」「適切な情報管理」

「QCDと顧客満足の向上」「腐敗防止」の7つの項目を設定し
ており、サプライヤーの皆様に順守していただくようにお

　竹田印刷ではリスクマネジメントの強化として2020年に
基本取引契約書と機密保持契約書の見直しを行い、改めて
全協力会社と契約の締結を行いました。
　また、2021年4月には委託先登録の際に必要な書類や評
価ポイントなどを見直しました。

　当社への納入品の適正な品質を確保するため、サプライ
ヤーの皆様に対しては、対応、コスト、品質、情報セキュリ
ティ体制などに関して年1回チェックシートを使った評価を
実施して、当社の基準を満たしていることを確認していま
す。
　また、必要に応じ品質管理部門や発注部門がサプライ
ヤー様を訪問して現地での工程監査を行い、業務の見直し
や改善要望を提示。情報セキュリティ体制に関しては、当社
の確認内容を説明し、実施を依頼しました。
　また、未然に品質事故を発見し、不適合品の流出を防ぐ
など、品質維持に協力頂いたサプライヤー様に、感謝の意を
表し感謝状を送るなど、ビジネスパートナーとして品質改
善に取り組んでいます。

サプライヤーの皆様の品質管理は、当社の品質管理の一
部と考え、これからもサプライヤーの皆様とともに品質向
上に取り組んでいきます。

願いしています。また、調達ガイドラインに基づき、「購買
および外部提供者管理規定」を設け、公正に審査・選定・管
理をし、適正な購買・取引を行うよう努めています。
　また、第三者の知的財産の不正な入手・使用、権利の侵害
を行わないよう「素材ダウンロードサービス利用マニュア
ル」を作成し、事前にチェックする仕組みを構築しました。
外部デザイナーの皆様に対して、運用ルールを説明し、知的
財産権に対する注意喚起を行っています。

CSR 調達ガイドライン

竹田印刷グループとそのサプライヤー・パートナーは、以下の
事項を順守し、企業の社会的責任（CSR）を果たしていきます。

１．コンプライアンスの順守 ････････････････････････････････････････････････････････････

・   会社法や、下請法、環境関連法規など、事業活動に適用される法令や社会
規範を順守する。

・ 特許権・著作権・商標権など第三者の知的財産権を侵害しない。
・  反社会的な組織とは取引を行わない。
・  自由な競争を阻害する行為や不正な競争行為などを行わず、公正な事業活

動を推進する。

２．基本的人権の尊重 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  従業員に対する機会均等、差別の撤廃、ハラスメント行為の禁止、及び人
権への配慮を行う。

・ 児童労働・強制労働などの非人道的な労働行為を防止し、決して行わな
い。

・  従業員に対し適切な賃金の支払いや労働時間管理を行い、雇用の安定をはか
り雇用主の義務を果たす。

・  従業員が保有する権利を認識し尊重する。また、労使間のコミュニケーショ
ンを図る機会を設ける。

・ 公益通報者保護法を順守し、内部通報者の権利を保護する。

３．環境保全 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  すべての製品と製造工程で、法令等で指定された化学物質を管理（使用制
限や表示など）する。

・ 廃棄物の処理を、最終処分まで環境関連法規等の法令・条例などを順守し
適切に管理する。

・ 環境負荷の少ない原材料、資材、事務用品などを優先的に購入する。

４．安全衛生 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  誰もが安心して働ける安全・健康な職務づくりを進め、人体へ有害なもの
には適切な対策を講じる。

・ 事故、災害の未然防止に努め、機械などへは十分な安全対策を講じる。

５．適切な情報管理 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  取引を通じて得た個人情報や機密情報は、従業員教育を含めて情報流出の
防止を徹底する。

・ 事業活動内容、品質及び製品の安全性などに関わる情報の適時・適切な開示
に努める。

６．QCD と顧客満足の向上 ･･････････････････････････････････････････････････････････････

・  常に要求水準を満たし、品質の向上に努めるとともに、ミスやクレームを
防止する。

・ 市場競争力のある価格で製品・サービスを提供する。
・  製品・サービスを定められた納期に、安全・確実に供給する。また、不測の

事態においてもそれらを供給できる対策を講じる。

７．腐敗防止 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  贈収賄、汚職、不適切な利益の供与・受領、強要、横領などを禁止し、こ
れらの行為を防止する。

［ ISO26000 / 6.6公正な事業慣行 ］

高品質な製品を提供するためにはサプライヤーの皆様の協力が不可欠です。サプライヤーの皆様とは対等で公正な取引のもと、技
術・情報の相互交流などによる信頼関係を基本として良好なパートナーシップを構築し、品質向上・環境対策・コスト削減といっ
た共通の目的・目標に対して改善策を推進して共存共栄を目指しています。

サプライヤーの皆様とともに
公正な
事業慣行
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サプライヤーの皆様との関係

リスクマネジメントの強化

サプライヤー評価

　竹田印刷の事業活動および社会的責任の遂行には、お取
引いただいているサプライヤーの皆様のご協力が不可欠で
す。紙・インキ・フィルムなどの資材や印刷機器、印刷・製
本加工などを取り扱う様々なサプライヤーの皆様との間で、
当社は「CSR調達ガイドライン」を定めています。
　この調達ガイドラインには「コンプライアンスの順守」「基
本的人権の尊重」「環境保全」「安全衛生」「適切な情報管理」

「QCDと顧客満足の向上」「腐敗防止」の7つの項目を設定し
ており、サプライヤーの皆様に順守していただくようにお

　竹田印刷ではリスクマネジメントの強化として2020年に
基本取引契約書と機密保持契約書の見直しを行い、改めて
全協力会社と契約の締結を行いました。
　また、2021年4月には委託先登録の際に必要な書類や評
価ポイントなどを見直しました。

　当社への納入品の適正な品質を確保するため、サプライ
ヤーの皆様に対しては、対応、コスト、品質、情報セキュリ
ティ体制などに関して年1回チェックシートを使った評価を
実施して、当社の基準を満たしていることを確認していま
す。
　また、必要に応じ品質管理部門や発注部門がサプライ
ヤー様を訪問して現地での工程監査を行い、業務の見直し
や改善要望を提示。情報セキュリティ体制に関しては、当社
の確認内容を説明し、実施を依頼しました。
　また、未然に品質事故を発見し、不適合品の流出を防ぐ
など、品質維持に協力頂いたサプライヤー様に、感謝の意を
表し感謝状を送るなど、ビジネスパートナーとして品質改
善に取り組んでいます。

サプライヤーの皆様の品質管理は、当社の品質管理の一
部と考え、これからもサプライヤーの皆様とともに品質向
上に取り組んでいきます。

願いしています。また、調達ガイドラインに基づき、「購買
および外部提供者管理規定」を設け、公正に審査・選定・管
理をし、適正な購買・取引を行うよう努めています。
　また、第三者の知的財産の不正な入手・使用、権利の侵害
を行わないよう「素材ダウンロードサービス利用マニュア
ル」を作成し、事前にチェックする仕組みを構築しました。
外部デザイナーの皆様に対して、運用ルールを説明し、知的
財産権に対する注意喚起を行っています。

CSR 調達ガイドライン

竹田印刷グループとそのサプライヤー・パートナーは、以下の
事項を順守し、企業の社会的責任（CSR）を果たしていきます。

１．コンプライアンスの順守 ････････････････････････････････････････････････････････････

・   会社法や、下請法、環境関連法規など、事業活動に適用される法令や社会
規範を順守する。

・ 特許権・著作権・商標権など第三者の知的財産権を侵害しない。
・  反社会的な組織とは取引を行わない。
・  自由な競争を阻害する行為や不正な競争行為などを行わず、公正な事業活

動を推進する。

２．基本的人権の尊重 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  従業員に対する機会均等、差別の撤廃、ハラスメント行為の禁止、及び人
権への配慮を行う。

・ 児童労働・強制労働などの非人道的な労働行為を防止し、決して行わな
い。

・  従業員に対し適切な賃金の支払いや労働時間管理を行い、雇用の安定をはか
り雇用主の義務を果たす。

・  従業員が保有する権利を認識し尊重する。また、労使間のコミュニケーショ
ンを図る機会を設ける。

・ 公益通報者保護法を順守し、内部通報者の権利を保護する。

３．環境保全 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  すべての製品と製造工程で、法令等で指定された化学物質を管理（使用制
限や表示など）する。

・ 廃棄物の処理を、最終処分まで環境関連法規等の法令・条例などを順守し
適切に管理する。

・ 環境負荷の少ない原材料、資材、事務用品などを優先的に購入する。

４．安全衛生 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  誰もが安心して働ける安全・健康な職務づくりを進め、人体へ有害なもの
には適切な対策を講じる。

・ 事故、災害の未然防止に努め、機械などへは十分な安全対策を講じる。

５．適切な情報管理 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  取引を通じて得た個人情報や機密情報は、従業員教育を含めて情報流出の
防止を徹底する。

・ 事業活動内容、品質及び製品の安全性などに関わる情報の適時・適切な開示
に努める。

６．QCD と顧客満足の向上 ･･････････････････････････････････････････････････････････････

・  常に要求水準を満たし、品質の向上に努めるとともに、ミスやクレームを
防止する。

・ 市場競争力のある価格で製品・サービスを提供する。
・  製品・サービスを定められた納期に、安全・確実に供給する。また、不測の

事態においてもそれらを供給できる対策を講じる。

７．腐敗防止 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

・  贈収賄、汚職、不適切な利益の供与・受領、強要、横領などを禁止し、こ
れらの行為を防止する。

［ ISO26000 / 6.6公正な事業慣行 ］

高品質な製品を提供するためにはサプライヤーの皆様の協力が不可欠です。サプライヤーの皆様とは対等で公正な取引のもと、技
術・情報の相互交流などによる信頼関係を基本として良好なパートナーシップを構築し、品質向上・環境対策・コスト削減といっ
た共通の目的・目標に対して改善策を推進して共存共栄を目指しています。

サプライヤーの皆様とともに
公正な
事業慣行
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Hard
活動を支えるすべての
設備を合理化し、

高品質と高付加価値を実現します。

Soft
高い技術力と情報力を活かした

創意あふれる提案で、
お客様の抱える課題を解決します。

Heart
お客様の感動やよろこびを
いつも考え、心をこめた

製品やサービスをお届けします。

TMS（竹田マネジメントシステム）基本方針

個人情報保護方針

品質マネジメントシステム
環境マネジメントシステム
情報セキュリティマネジメントシステム

個人情報保護マネジメントシステム

ＩＳＯ９００１認証取得

ＩＳＯ１４００１認証取得

JIS Q１５００１認証取得

ＩＳＯ２７００１認証取得 経営理念

方 　針
行 動 規 範

事 業 活 動

コンプライアンス実現のために
「責任ある行動をしよう」
顧客満足の実現のために
「お客様に感謝しよう」
働きがいのある企業風土づくりのために
「仲良く朗らかに元気よく働こう」
グループの総合力発揮とさらなる発展のために
「社運発展のためお互に協力しよう」
よき企業市民となるために
「よき家庭の一員となろう」

1

2

3

4

5

ステークホルダーとのコミュニケーション体制

ステークホルダー お客様 株主・投資家様 社員・家族 サプライヤー様 地域社会

●ＣＳＲレポートの発行
●ウェブサイトでの情報
開示

●社会貢献活動の推進

●社員による直接対応

●電話･ウェブなどによる
お問い合わせへの対応

●プレスリリースの発行
●ＩＲイベント
●ウェブサイトでの情報
開示

●社内報･会議･通達 ●品質対策懇談会などの
交流会の実施

●地域への貢献活動

竹 田 印 刷

総務部門総務･人事部門経営企画部門営業部門総務部門 生産管理･製造･
品質技術部門

竹田印刷株式会社

名古屋市昭和区白金一丁目11番10号
1924年（大正13年）1月
1946年（昭和21年）11月16日
19億3,792万円
483名（連結1,010名）

東京証券取引所スタンダード市場
名古屋証券取引所メイン市場

100株
3月31日

（英訳名 TAKEDA PRINTING CO., LTD.）
社 名

本 社

創 業 年 月

設 立 年 月日

資 本 金

社 員 数

株 式 上 場

単 元 株 式 数

決 算 期

（2022年3月31日現在）
※役員、臨時社員を含めず記載しています。

証券コード
7875

事業所　会社概要

主な加入団体
グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン
公益社団法人 日本印刷技術協会
一般社団法人 中部経済連合会
中部経済同友会

一般社団法人 中部産業連盟
一般財団法人 中部生産性本部
名古屋商工会議所

[ 本社・中部事業部 ]
本社工場
高辻工場
物流センター

スタジオACE1
小牧物流センター

[ 関東事業部 ]
越谷工場

[ 関西事業部 ]
太田工場
PODセンター（第二ビル）

[ ファインプロセス事業部 ]
テクノセンター

竹田印刷グループ

株式会社光文堂
東海プリントメディア株式会社
株式会社プロセス・ラボ・ミクロン
東京プロセスサービス株式会社
日栄印刷紙工株式会社
株式会社光風企画
株式会社ウィルジャパン

株式会社トープロケミカル
上海竹田包装印務技術有限公司
PROCESS LAB.MICRON VIETNAM CO., LTD.
TOKYO PROCESS SERVICE （Thailand） CO., LTD.
富来宝米可龍（蘇州）精密科技有限公司
大連光華軟件技術有限公司
TAKEDA PRINTING (Thailand) CO., LTD.

札幌

青森

仙台

東京
千葉

宇都宮

沼津

川越
越谷

金沢

小松
能美

横浜
藤沢
相模原静岡清須

浜松

甲府

富山

福井

岐阜

名古屋

大阪
京都

山口北九州

大分
熊本

福岡
佐賀

小牧

広州

上海

中国

ベトナム

フンイエン

アユタヤ

サムットプラーカーン

タイ

大連

蘇州

那覇

事 業 活 動

大型印刷機から雑貨まで
物販事業

■ 製版機械・印刷機械・製本機械・印刷用資材・
製版用資材の販売 ［株式会社光文堂］

■ 日用雑貨・事務用品および事務用機器等の企画開発・
販売並びに輸出入業務など［株式会社ウィルジャパン］

■ 文具・日用雑貨などのネット通販
［竹田印刷株式会社（ソリューション部門）］

■ 広告宣伝物のロジスティクス
［竹田印刷株式会社（ソリューション部門）］

潜在的なニーズを見据えた
ソリューション事業

■ 商業印刷
ポスター、カタログ、パンフレット、チラシ、会社案内、
社内報、事業報告書など ［竹田印刷株式会社（印刷部門）］

■ 出版印刷
雑誌、書籍、参考書など［竹田印刷株式会社（印刷部門）］

■ 一般印刷
ビジネスフォーム印刷、事務用品印刷、包装資材印刷

［竹田印刷株式会社（印刷部門）］

■ 日刊新聞の印刷およびこれに付随する業務
   ［東海プリントメディア株式会社］

■ パッケージ印刷・ラベル・シール印刷など［日栄印刷紙工株式会社］

■ プランニング・コピーライティング・デザイン・撮影・DTP・
CD-ROM・WEBコンテンツ制作・マスメディア広告代理業務

［株式会社光風企画］

■ 中国における包装用印刷物の企画・販売
［上海竹田包装印務技術有限公司］

■ 中国における印刷物のデザイン・制作
［大連光華軟件技術有限公司］

■ 包装用資材および印刷物の企画・製造・販売
［TAKEDA PRINTING (Thailand) CO., LTD.］

多様なニーズに対応する 印刷事業

高精細製版技術を応用した 半導体関連マスク事業
■ 半導体関連各種マスクの設計・製造・販売および

機械機器類の販売 ［竹田印刷株式会社（半導体関連マスク部門）］
■ 電子部品実装用各種マスクの製造および

これに付随する業務［株式会社プロセス・ラボ・ミクロン］
■ 電子部品等向けの精密工業用写真製板
（スクリーンマスク、フォトマスク）の製造販売
［東京プロセスサービス株式会社］

■ 感光性樹脂および同関連の薬品、
材料の製造・加工・販売など［株式会社トープロケミカル］

■ ベトナムにおけるメタルマスクの製造販売など
［PROCESS LAB. MICRON VIETNAM CO., LTD.］

■ 精密工業写真製版、スクリーン製版および
製版用資機材の製造販売

［TOKYO PROCESS SERVICE （Thailand） CO., LTD.］

■ 中国におけるメタルマスクなどの設計・製造など
［富来宝米可龍（蘇州）精密科技有限公司］
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